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昨

日
よ

り
今

季
２

度
目

の
寒

波
が

南
下

し
て

い
る

。
五

郷
町

迄
来

る
が

路
面

は
乾

い
て

い
る

、
雪

雲
の

切
れ

間
か

ら
南

奥
駈

稜
線

が
真

っ
白

に
な

っ
て

見
え

る
。

南
池

原
ト

ン
ネ

ル
を

抜
け

る
と

様
相

が
一

変
し

、
路

肩
に

う
っ

す
ら

と
雪

が
残

り
、

屋
根

が
真

っ
白

に
冠

雪
し

て
い

る
。

 

池
原

公
園

に
着

く
と

、
急

遽
今

朝
２

時
過

ぎ
に

勤
務

を
終

え
て

馳
せ

参

じ
た

村
吉

氏
と

堺
市

か
ら

の
梶

野
氏

が
待

機
し

て
い

る
。

伯
母

峯
峠

辺
り

は
、

バ
リ

バ
リ

に
凍

っ
て

い
た

と
の

こ
と

。
又

、
村

吉
さ

ん
か

ら
自

作
の

特
大

白
菜

が
、

参
加

者
に

手
土

産
に

配
っ

て
下

さ
る

、
ど

う
も

有
難

う
。

 

公
園

入
口

の
ト

イ
レ

は
、

現
在

修
理

中
で

約
３

０
０

ｍ
奥

の
グ

ラ
ン

ド

前
ま

で
行

く
必

要
が

あ
る

。
 

初
参

加
の

本
宮

町
伏

拝
の

中
根

君
も

合
流

し
、

自
己

紹
介

と
本

日
の

作

業
内

容
を

説
明

す
る

。
 

村
吉

車
(梶

野
)、

児
嶋

車
(川

島
)、

中
前

車
(野

間
夫

妻
・

中
根

)に
分

乗

し
９

時
前

に
出

発
。
池

郷
林

道
に

入
る

と
路

面
が

白
く

雪
が

凍
結

し
、
所

々

除
け

る
程

で
は

な
い

が
角

の
立

つ
落

石
が

あ
る

。
 

林
道

約
２

㎞
走

行
中

に
お

か
し

い
と

児
嶋

車
が

路
側

の
広

い
地

点
で

停

車
、

右
前

輪
パ

ン
ク

だ
。

後
続

の
中

前
車

は
パ

ン
ク

に
気

付
き

、
待

避
所

を
捜

し
走

行
し

て
い

る
と

思
っ

て
い

た
と

の
こ

と
。

先
導

の
村

吉
車

は
、

ノ
ー

マ
ル

タ
イ

ヤ
の

児
嶋

ト
ラ

ッ
ク

車
は

、
走

行
が

難
し

い
と

思
い

走
行

し
て

い
た

の
で

、
停

車
に

気
付

き
バ

ッ
ク

で
戻

っ
て

来
る

。
 

帰
り

に
予

備
タ

イ
ヤ

に
交

換
す

る
こ

と
に

し
て

、
村

吉
車

に
児

嶋
車

の

発
電

機
と
薪
割

り
機
及
び

川
島

、
中

前
車

に
児

嶋
氏

が
分

乗
し

、
ス

タ
ッ

ド
レ
ス

タ
イ

ヤ
装

着
の
Ｒ
Ｖ

車
２
台

で
走

行
。

 

日
陰

の
所

は
積

雪
５
㎝
位

あ
る

。
持
経
宿

に
近
づ

く
に

つ
れ
尾

根
風

下

側
に

な
り

、
林

道
の
積

雪
が
少

な
く

な
る

が
、
尾

根
の
持
経
宿
周

辺
は

、

積
雪
５
㎝
強

あ
り
風

も
強

い
、

気
温
零

下
５
℃

。
先

行
し

て
い

る
軽

ト
ラ

の
轍

は
、
持
経
宿

の
水
場
方

面
に

行
っ

て
お

り
猟

の
車

の
様

だ
。

 

 
 

 

積
雪

の
持

経
宿

前
 

 
 

持
経

宿
前

道
路

に
駐

車
 

 
行

者
堂

で
勤

行
 

荷
を
持
経
宿

に
運
び
込
み

、
不
動
堂

で
導
師
；

中
前

氏
、
法
螺
師
；

中

根
君

に
よ

り
般
若
心
経

を
全
員

で
唱
和

勤
行

。
中

根
君

は
法
螺
貝

を
上

手

に
吹

き
、
久

し
ぶ

り
に
高
低

の
あ

る
格
調
高

い
法
螺

の
音

に
感
服

・
感
動

す
る

。
法
螺
貝

を
吹

く
に

は
口
横

で
、
正

面
は

ト
ラ

ン
ペ

ッ
ト
吹

き
と

村

吉
さ

ん
に

。
 

千
年
檜
祠

・
千

年
檜

迄
は

、
梯
子

を
持
ち
全
員

が
行

く
。
千

年
檜
祠

で

勤
行

後
、

平
治
宿

・
迎
春
準

備
班

は
、
若

手
の

中
前

、
梶

野
、

中
根

、
野

間
先
生

に
行

っ
て
貰

う
。

野
間

先
生

の
奥

さ
ん

は
運
動
靴

で
残
留

す
る

。
 

残
留
組

は
、
千

年
檜
祠

・
祠

下
の

清
水

さ
ん

の
お
供

え
替

え
、
千

年
檜

の
注
連
縄
張

り
を

す
る

。
中

根
君
持

参
の

大
豆

、
ゴ

マ
も

お
供

え
す

る
。

 
氷

点
下

で
の
北
西
風

が
や
や
強

く
顔

面
が
痛

く
手

が
か

じ
か
む

中
、
旧

注
連
縄

を
外

し
、

新
注
連
縄

に
白
布

を
付

け
、
正

面
高

さ
を
長
枝
棒

で
調



整
し

て
、

村
吉

さ
ん

が
梯
子

に
上

っ
て
張

り
結

ん
で
貰

う
。
そ

の
間

、
川

島
シ
キ
ミ

を
採

り
に

行
く

。
 

花
立

て
の
旧
シ
キ
ミ

は
凍

っ
て

お
り
取
替

え
ら

れ
ず

、
花

立
て

内
の
横

隙
間

に
沖
崎

氏
調
達

の
高

野
槙

と
新

し
い
シ
キ
ミ

を
立

て
る

。
 

 
 

 

千
年

檜
祠

で
勤

行
 

 
 

迎
春

飾
り

後
の

千
年

檜
祠

 
千

年
檜

の
新

注
連

縄
 

１
１

時
頃

に
作

業
を

終
え
持
経
宿

に
戻

り
、

村
吉

さ
ん

は
備
品
棚

内
の

在
庫
品
確
認

と
持

参
焚

付
け
用
薪

の
整

理
。

川
島

は
不
動
堂

の
お
供

え
替

え
と
迎
春
飾

り
、
賽
銭

と
持
経
宿
志
納
金

(１
万
六
千
円

)の
回
収

。
 

先
生

の
奥

さ
ん

は
宿

内
迎
春
飾

り
と
掃

除
。
児

嶋
さ

ん
は

、
発

電
機

(行

仙
宿

の
前

備
品

)で
、
新
規
調
達

の
薪
割

り
機

を
作
動

さ
せ

る
が

、
発

電
機

が
回

り
発

電
し

て
い

る
が

、
薪
割

り
機

が
作
動

し
な

い
。
家

で
の
試
運
転

の
際

は
作
動

し
た

の
に

、
寒

い
の

か
な
？

原
因

が
判

ら
ず

あ
き

ら
め

る
。

 

玄
関

前
の

雨
水
貯
槽

は
、

約
１
㎝

の
氷

が
張

っ
て

い
る

。
氷

を
割

っ
て

雨
水

を
バ
ケ
ツ

で
汲
み

出
し
底

の
栓

を
抜

く
。
ポ

リ
タ

ン
ク

の
飲
料
水

は
、

氷
っ

て
お

り
ス

ト
ー
ブ
横

に
置

き
溶

か
し

、
氷
混
ざ

り
で
捨

て
空

に
す

る
。 

ス
ト

ー
ブ

の
横

に
飯
台

を
寄

せ
、
即
席
味
噌
汁
・
ス

ー
プ

な
ど

で
昼
食

。

児
嶋

さ
ん
ス

ト
ー
ブ
上

で
秋
刀
魚
缶
詰

、
銀
杏

を
焼

い
て

下
さ

る
。

 

ス
ト

ー
ブ
横

の
頭
上

か
ら

寒
い
風

が
吹

い
て

来
る

。
煙

抜
き

か
ら
吹

き

込
む

様
だ

。
 

昼
食

後
、
上

手
で

中
根

君
の

前
で
吹

け
な

か
っ

た
と

、
村

吉
さ

ん
自

前

法
螺

で
練
習

す
る

、
以

前
よ

り
本
当

に
上

手
く

な
っ

て
い

る
。

 

北
側

の
煙

抜
き

は
川

島
、

南
側

の
煙

抜
き

は
児

嶋
氏

が
ベ
ニ

ヤ
板

を
打

付
け
吹
込
み

を
少

な
く

す
る

。
村

吉
さ

ん
は

、
持

参
の

大
斧

で
薪
割

り
、

そ
の

後
児

嶋
・

川
島

も
加
勢

す
る

。
こ

の
頃

に
は

晴
れ

て
風

も
弱

ま
り
暖

か
く
感

じ
る

が
零

下
２
℃

。
 

 
 

 

梯
子

を
持

っ
て

戻
る

 
 

ス
ト

ー
ブ

横
で

昼
食

中
 

 
薪

割
り

作
業

 

平
治

平
治

平
治

平
治
宿宿 宿宿
班班 班班
のの のの
報
告

報
告

報
告

報
告

 
平
治
宿
迎
春
準

備
の

た
め

、
中

前
・

梶
野

・
中

根
・

野
間

で
千

年
檜

を

１
０

時
３

０
分

に
出

発
す

る
。
当

日
は

、
寒

波
の
影
響

で
道

に
は

雪
が

残

っ
て

お
り

、
深

い
と

こ
ろ

で
は

１
０
㎝

の
積

雪
で

あ
っ

た
。
そ

の
た
め

、

道
は

た
い
へ

ん
滑

り
や

す
い
状
態

で
、

下
り

は
慎
重

に
歩

か
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
状
況

で
あ

っ
た

。
さ

ら
に
強
風

が
頬

を
刺

し
、
厳

し
い
状
況

の
中

で
の
歩

行
で

あ
っ

た
。

し
か

し
、
降

雪
は
ほ

と
ん

ど
な

く
、

雪
道

を
素

晴

ら
し

い
景
色

の
中

で
歩

行
で

き
た

こ
と

は
幸
運

で
あ

っ
た

。
 

そ
の

よ
う

な
状
況

の
中

、
５

０
分
ほ

ど
で

平
治
宿

に
到

着
し

た
。

４
人

は
早
速
貯
水
槽

と
ド

ラ
ム
缶

の
水

抜
き

作
業

に
入

っ
た

。
し

か
し

、
昨

日

か
ら

の
寒

さ
で

、
い
ず

れ
も

１
０
㎝
ほ

ど
の
氷

が
張

っ
て

お
り

、
水

抜
き

作
業

は
、

ま
ず
氷

を
割

る
作

業
か

ら
入

っ
た

。
ハ

ン
マ

ー
や

バ
チ
ツ

ル
等



の
道
具

を
使
用

し
、
何

と
か
水

抜
き

作
業
や
そ

れ
に

か
か
わ

る
物

の
片
づ

け
や
整

理
・
整
頓

を
終
了

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

そ
の

後
は

、
宿

に
入

り
、
迎
春

の
た
め

の
お
供

え
、
カ

レ
ン
ダ

ー
の

交

換
、
玄
関

の
注
連
飾

り
、
志
納
金

の
回
収

を
行

っ
た

。
 

厳
し

い
寒

さ
の

中
で

の
作

業
だ

っ
た

た
め

、
ス

ト
ー
ブ

に
火

を
入

れ
、

昼
食

を
と

っ
た

が
、
宿

の
中

で
も
吐

く
息

は
白

く
な

る
状
況

で
あ

っ
た

。

最
後

に
、
み

ん
な

で
手

分
け

を
し

て
室

内
の
掃

除
や
片
づ

け
を

行
い

、
宿

を
１

２
時
５
５

分
に

出
た

。
 

帰
路

も
行

き
と
同

じ
よ

う
な
状
況

の
中

、
１

３
時

４
５

分
持
経
宿

に
無

事
到

着
し

た
。
 

私
は

、
今

回
の

よ
う

な
雪

道
を
歩

く
の

は
初
め

て
で

、
そ

の
た
め

の
注

意
事
項
や
装

備
等

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

た
。
降

雪
の

た
め

道
が

は
っ

き
り
わ

か
ら

な
い
状
況

で
も

、
赤

い
テ

ー
プ

の
目
印
や

道

端
に
刈

っ
た
笹

を
頼

り
に

し
て

、
迷

う
こ

と
な

く
安
全

に
歩

行
す

る
こ

と

が
で

き
た

。
整

備
の
重

要
性

を
痛
感

す
る

一
日

で
あ

っ
た

。
 

( 記
；

野
間
) 

 
 

 
 

平
治

宿
便

所
の

ド
ラ

ム
缶

 
 

迎
春

飾
り

平
治

宿
と

作
業

班
 

平
治
宿
班

の
４
人

が
戻

り
コ

ー
ヒ

ー
で
小
休
止

。
 

少
し

前
に
軽

ト
ラ

が
引

き
返

し
て

来
る

、
そ

の
直

後
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
首

輪
の

付
い

た
猟
犬

が
我

々
の

所
で
ウ
ロ
ウ
ロ

し
て
離

れ
な

い
。

 
無
事

終
了

の
勤

行
を

し
て

下
山

す
る

。
犬

は
つ

い
て

来
な

い
 

持
経
宿

か
ら

約
２

㎞
下

っ
た
カ

ー
ブ

地
点

で
後

続
車

・
中

前
車

を
待

つ

が
下

り
て

来
な

い
、

あ
ま

り
遅

い
の

で
１

㎞
程

戻
る

と
、

昨
日
ス

タ
ッ

ド

レ
ス

タ
イ

ヤ
に

交
換

の
右

前
輪

が
パ

ン
ク

。
チ
ュ

ー
ブ

レ
ス

タ
イ

ヤ
の

説

明
書

を
読
み

な
が

ら
パ

ン
ク

修
理

中
。

バ
イ

ク
セ

ン
タ

ー
児

嶋
さ

ん
が
仕

事
柄
奮
闘

し
て

い
る

が
空

気
圧

が
上

が
ら

な
い

。
タ

イ
ヤ
横

を
切

っ
て

お

り
、
チ
ュ

ー
ブ

レ
ス

タ
イ

ヤ
は
接

地
面
以
外

の
修

理
は

、
不
可

と
書

い
て

あ
る

。
林

道
の

地
道

走
行

時
は

、
予

備
タ

イ
ヤ

必
携

を
痛
感

す
る

。
 

角
の

立
つ

落
石

は
冠

雪
で

見
づ

ら
く

、
普
段

な
ら
触

れ
た

石
が
横

に
飛

ん
だ

り
す

る
が

、
凍

結
で

石
が
動

か
な

い
事

な
ど

の
要
因

で
、

パ
ン

ク
が

連
発

し
た

と
思
わ

れ
る

。
 

路
肩

に
止
め

て
下

る
か

思
案

し
て

い
る

と
、

村
吉

車
の

予
備

タ
イ

ヤ
が

間
に

合
う

の
で

は
と

梶
野

氏
が
ナ

ッ
ト

間
を
測

る
と
使

え
そ

う
だ

。
村

吉

車
の
荷
物

を
全
部
降
ろ

し
、

中
前

車
に

予
備

タ
イ

ヤ
を
嵌
め
込
め

と
使

え

そ
う

だ
。
ナ

ッ
ト

を
締
め

る
が
締

ま
り

に
く

い
と

の
事

だ
っ

た
が

、
ゆ

っ

く
り

走
行

し
林

道
ゲ

ー
ト

で
確
認

す
る

と
緩

ん
で

い
な

い
。

 

ゲ
ー

ト
か

ら
の
舗
装

路
面

の
雪

は
溶

け
、
池

原
公

園
ま

で
下

れ
そ

う
だ

、

下
っ

て
か

ら
新

宮
組
等

の
帰
宅

配
車

が
問
題

だ
。

 

そ
う

だ
！
沖
崎
Ｒ
Ｖ

車
に
迎

え
を
依
頼

し
よ

う
と

す
る

が
携
帯

が
圏
外

で
通

じ
な

い
。

児
嶋

車
の

パ
ン

ク
地

に
戻

る
と

ド
コ
モ
携
帯

が
通

じ
、
沖

崎
氏

に
通
話

す
る

が
つ

な
が

ら
な

い
。

 

こ
こ

で
も

梶
野

、
村

吉
、

野
間

氏
が

タ
イ

ヤ
交

換
に
率

先
し

て
支
援

し

て
下

さ
る

。
 

直
ぐ

に
沖
崎

氏
か

ら
折

り
返

し
の
通
話

が
あ

り
、

今
帰
宅

し
た

所
だ

と

話
さ

れ
た

が
、

２
台

が
パ

ン
ク

し
予

備
タ

イ
ヤ

で
走

行
し

て
い

る
、

中
前



車
は

自
前

の
予

備
タ

イ
ヤ

と
違

う
の

で
公

道
は
無

理
と

の
判
断

を
伝

え
、

池
原

公
園

に
迎

え
を
了
承

し
て

下
さ

る
。

 

中
前

車
の

タ
イ

ヤ
は

特
別
仕

様
で
注
文
品

の
た
め
直

ぐ
交

換
出

来
な

い

と
の
事

で
池

原
に
置

く
こ

と
に

な
り

又
、

村
吉

さ
ん

の
予

備
タ

イ
ヤ
返
却

の
問
題

も
あ

る
。

す
る

と
昨

日
外

し
た

ラ
ジ
ア

ル
タ

イ
ヤ

を
使

う
手

が
あ

る
と

・
・

新
宮
三
菱
販
売
店

に
預

け
て

あ
る

と
の
事

。
直

ぐ
に
沖
崎

氏
に

電
話

し
、
店

に
寄

っ
て

前
輪

２
本

を
積
込
み
運
搬

の
了
解

が
得

ら
れ

る
。

 
思
わ
ぬ
ハ
プ
ニ

ン
グ

が
重

な
り

、
お
互

い
少

々
パ
ニ

ッ
ク

気
味

で
冷
静

さ
が
失

せ
て

い
る

。
沖
崎

さ
ん

は
、

本
日

新
宮

市
歩

け
歩

け
教
室

の
指

導

員
と

し
て

、
中

辺
路

を
歩

く
事

を
聞

い
た

の
に
忘

れ
て

電
話

し
て

い
る

。
 

予
備

タ
イ

ヤ
に

交
換

の
児

嶋
車

に
川

島
、
村

吉
車

に
中

根
氏

が
分

乗
し

、

中
前

車
の
負
担

を
少

な
く

す
る

。
村

吉
車

内
の
法
螺
貝

を
中

村
君

が
吹

き
、

こ
の
法
螺
貝

は
高
音

が
出

に
く

い
性
質

の
螺
螺
貝

と
の
診

立
て

。
 

池
原

公
園

に
１

６
時

過
ぎ

に
無
事
到

着
し
安
堵

す
る

。
沖
崎

車
が
迎

え

に
来

る
ま

で
約

１
時

間
か

か
る

の
で

、
中

根
、
遠
方

の
村

吉
、

梶
野

氏
に

帰
宅

す
る

様
に
伝

え
、

中
前

車
か

ら
村

吉
氏

の
予

備
タ

イ
ヤ

を
外

す
。

 

 
 

持
経

宿
内

の
迎

春
飾

り
 

迎
春

飾
り

の
持

経
宿

で
撮

影
 

池
原

公
園

に
無

事
下

山
 

両
氏

か
ら
皆

と
話

し
て

い
る

の
も
楽

し
い

、
沖
崎

氏
に
逢

っ
て

帰
る

と

の
返
事

、
こ

れ
か

ら
伯

母
峯
越

え
が

あ
る

の
に

待
っ

て
下

さ
る

。
 

そ
の

間
に
左

前
輪

も
梶

野
氏

の
ジ
ャ

ッ
キ

で
持
ち
上
げ

、
沖
崎

車
が

着

け
ば

、
レ

ー
ス
並
み

に
素
早

く
タ

イ
ヤ

交
換

で
き

る
と
外

す
。

 

暖
房

車
内

で
普
段
話

さ
な

い
趣
味

の
話

な
ど
会
話

が
弾
み

、
待

つ
時

間

も
苦

に
な

ら
な

い
。

 
す

っ
か

り
暗

く
な

り
前

照
灯

を
点

け
た
沖
崎

車
が

予
定

よ
り
早

い
１

７

時
半

前
に
到

着
。
歩

け
歩

け
教
室

の
バ
ス

に
軽

自
動

車
が
小

広
峠

辺
り

で

ス
リ

ッ
プ
衝
突

す
る

は
、
運
動
靴

を
履

い
た

参
加

者
も

あ
り
積

雪
の
古

道

を
歩

く
に

は
心

配
な

面
も

あ
り

、
予
定

を
繰

り
上
げ

て
帰
宅

し
た

か
ら

、

迎
え

が
直

ぐ
に
対
応

出
来

た
と

の
こ

と
、

本
当

に
ご
苦
労

さ
ん

。
 

中
前

車
は

、
北

山
村
～

宮
井
経
由

だ
と

自
宅

の
熊

野
川

町
に

は
３

０
分

早
く

帰
宅

出
来

る
と

の
事

か
ら

、
野

間
夫

妻
は
沖
崎

車
に

乗
り

換
え

。
 

今
回

は
予
期

せ
ぬ
事
態

に
な

っ
た

が
、

村
吉

車
の

急
遽

参
加

、
沖
崎

車

の
手

配
、
多
人
数

に
よ

る
知
恵

と
作

業
支
援

な
ど
良

い
偶
然

が
重

な
り

、

約
２

時
間
遅

れ
で

手
際

よ
く

帰
宅

出
来
事

が
何

よ
り

も
嬉

し
い

。
 

初
参

加
の

野
間

さ
ん

の
奥

さ
ん

に
は

、
積

雪
と

寒
さ

、
パ

ン
ク

に
よ

る

待
機

と
思
わ
ぬ
事
態

が
重

な
り

、
こ

れ
に
懲

り
ず

に
今

後
も

夫
妻

で
参

加

し
て
頂

き
た

い
。

 

最
後

に
、
当

ぐ
る

ー
ぷ
会
計

に
余

裕
が
無

い
だ

け
に

、
パ

ン
ク

修
理
代

は
自

前
持
ち

に
な

り
本
当

に
申

し
訳

な
い

。
 

 
 

(記
；

野
間

・
川

島
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 
新

宮
7:10
→

8:30
池

原
公

園
8:55
→

9:50
持
経
宿

10:05
→

10:15 

千
年
檜

11:00
→

11:10
→

12:00
昼
食

12:50
→

作
業

13:45
。

 

持
経
宿

14:30
→

16:15
池

原
公

園
17:35

→
19:00

新
宮

 

 
平
治
班

平
治
班

平
治
班

平
治
班

 
千

年
檜

10:30
→

11:20
平
治
宿

12:55
→

13:45
持
経
宿

 
 

 
寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

 
持
経
宿

・
ト

イ
レ

発
酵
剤

(２
袋

)；
梶

野
照

雄
。

 
持
経
宿

・
焚

付
け
用
竹

・
薪
；

村
吉

光
夫

。
 


